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～ 世界平和都市宣言 ～ 

 

 

・World Peace City Declaration [英語] 

世界和平都市宣言

・世界平和都市宣言 [中国語]

 

我が国は、世界で唯一の被爆国である。 

 何人も平和を愛し、平和への努力を続け、常に平和に暮らせるよう均しく希求

しているところである。 

しかし、現下の国際情勢は、緊張化の方向に進み市民に不安感を与えている。 

かかる状況に鑑み、松戸市は日本国憲法の基本理念である平和精神にのっと

り、平和の維持に努め、併せて非核三原則を遵守し、あらゆる核兵器の廃絶と世

界の恒久平和の達成を念願し、世界平和都市をここに宣言する。 

昭和６０年３月４日 松 戸 市 

March 4, 1985  

 

In the past, our country has experienced the sadness from an Atom Bomb 

explosion.   

This makes our nation determined that history will not be repeated. 

All of us yearn for peace, continue making an effort to create peace, and wish 

that we all can live in a peaceful environment in the future.  

However, presently around the world, international affairs are becoming 

increasingly tense and cause our citizens great concern.  

In response to the present turmoil across the world, Matsudo City now more 

than ever, willfully observe the peaceful spirit that is the fundamental 

philosophy of the Japanese Constitution. 

We will endeavor to maintain nationwide peace, comply with the three anti-

nuclear principles and possess the desire to abolish all nuclear weapons and 

the accomplishment of permanent peace throughout the world. 

Therefore, we now declare our city as the “World Peace City”.  

City of Matsudo 

日本是世界唯一的核弹受难国。

我们热爱和平、为和平而奋斗、切望一个和平的生活环境。

但是、当今国际关系仍然紧张、市民深感忧虑。 面对动荡的世界、松户市郑重宣告本市

将遵循日本国宪法基本理念、

高扬和平精神、为保障和平而尽力、坚持非核三原则、为在地球上废除所有核武器、

建立一个永久和平的世界而积极贡献力量。
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～事業目的～ 

 親子で、被爆地や被爆者に接することで、原爆の実相や平和の尊

さを共に考えていただき、感じ・学んだものを家族や同級生、近隣

の方など多くの方に伝えていただくこと。 

～ 親子平和大使広島派遣募集要項 ～ 

【 平和大使とは 】 

・「平和大使」とは、松戸市の世界平和都市宣言に基づき、戦争や核兵器の悲惨

さ、平和の尊さについて、知識を深め、そこで学んだことや感じたことを周り

の人に語り伝えていくことが期待される人です。 

【 対象 】 

・ 市立小学校に在学する６年生の児童とその保護者で、以下の条件すべてに当

てはまる人 ※保護者不在やその他やむをえない事情がある場合は、同居す

る成人でも応募可能

(１)戦争や核兵器の悲惨さ、平和の尊さについて学ぶ意欲があること

(２)事前研修、派遣、事後研修全てに参加できること

(３)学校での発表、平和の集いでの発表、その他の平和事業に協力できること

【 定員 】 

・ 親子５組 １０名 （申込者が定員を超える場合は抽選とします。）

同行者 ： 添乗員１名

【 費用 】 

・ 市の負担：東京駅から広島市までの往復交通運賃、宿泊代、広島市での移動

運賃、８／２０の朝食

・ 自己負担：東京駅までの往復、報告会会場（市内）までの交通費、８／１９

昼食・夕食、８／２０の昼食など

【 申込方法 】 

・ 松戸市オンライン申請システムにて申込

【 申込期限 】 

・ 令和７年５月３１日（土）まで

～ 親子平和大使広島派遣抽選会～ 
令和７年６月１０日(火) 午後３時５０分から実施 

定員５組に対して２４組の親子からご応募いただきました。 

応募いただいた方のみが抽選の模様を確認できるように YouTube 上に限定公

開いたしました。 

※1 組辞退者が出たため、1 組分の再抽選を行いました。
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～ 平和大使名簿 ～ 

令和７年度 親子平和大使広島派遣 参加決定者一覧 

学校名 児童氏名 保護者氏名 

北部小学校 西岡 E

にしおか

A  AE歩武 E

あゆむ

A E西岡 E

にしおか

A A E孝 E

こう

AA E恭 E

すけ

常盤平第三小学校 
A E大門 E

だいもん

A  AE碧羽 E

あおば

A E大門 E

だいもん

A AE果 E

か

AA E林 E

りん

寒風台小学校 
AE黒田 E

くろだ

A AE向日葵 E

ひ ま り

AE黒田 E

くろだ

A A E咲 E

さき

新松戸南小学校 
AE佐藤 E

さとう

A A E雅 E

まさ

AAE紀 E

き

AE佐藤 E

さとう

A A E 壮 E

たけし

新松戸西小学校 
A E笠原 E

かさはら

A A E陽 E

はる

AAE香 E

か

A E

笠原
E

かさはら

A  AE陽子 E

ようこ

～令和７年度 親子平和大使広島派遣結団式～ 

結団式では応募総数２４組から抽選で選ばれた親子平和大使５組１０

名に任命証が交付され、一人ひとり大使としての抱負を発表しました。 

７月６日（日） 市役所議会棟３階特別委員会室にて 
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～広島市訪問～（８月１９日） 

１９日は広島平和記念公園を移動しながら、ＶＲ体験を通じて被爆当時の

状況を学びました。また、ほかにも原爆の子の像・広島平和都市記念碑や国立

広島原爆死没者追悼平和祈念館を見学しました。  
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～広島市訪問～（８月２０日） 

２０日は広島平和記念資料館見学や被爆者体験伝承講話、袋町小学校平和資

料館など、施設を見学しました。前日のＶＲで体験したものを思い浮かべなが

ら、より深めて見学することができました。 
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～ 松戸市戦没者追悼式～ 

９月２７日（土） 

壇上にあがり、献花を行いました。 

～ 平和の集い ～ 

１１月３０日（日） 

U◆親子平和大使広島派遣報告会（市民劇場にて）

   「平和の集い」の中で、大使の役割を果たすべく、広島派遣を通して学ん

だことや感じたことを、市民の皆様に報告しました。 

～ 学校での発表 ～ 

北部小学校 西岡 歩武 

９月３０日（火） 

全校朝会にて発表 
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平 和 大 使 の 報 告 
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広 島 平 和 宣 言 
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平 和 宣 言 
今から 80年前、男女の区別もつかぬ遺体であふれかえっていたこの広島の街で、体中にガラスの破片が突き
刺さる傷を負いながらも、自らの手により父を荼毘に付した被爆者がいました。「死んでもいいから水を飲ま
せて下さい！」と声を振り絞る少女に水をあげなかったことを悔やみ、核兵器廃絶を叫び続けることが原爆
犠牲者へのせめてもの償いだと自分に言い聞かせる被爆者。原爆に遭っていることを理由に相手の親から結
婚を反対され、独身のまま生涯を終えた被爆者もいました。 

そして核兵器のない平和な世界を創るためには、たとえ自分の意見と反対の人がいてもまずは話をしてみる
ことが大事であり、決してあきらめない「ネバーギブアップ」の精神を若い世代へ伝え続けた被爆者。こう
した被爆者の体験に基づく貴重な平和への思いを伝えていくことが、ますます大切になっています。 

しかしながら、米国とロシアが世界の核弾頭の約 9 割を保有し続け、またロシアによるウクライナ侵攻や混
迷を極める中東情勢を背景に、世界中で軍備増強の動きが加速しています。各国の為政者の中では、こうし
た現状に強くとらわれ、「自国を守るためには、核兵器の保有もやむを得ない。」という考え方が強まりつつ
あります。こうした事態は、国際社会が過去の悲惨な歴史から得た教訓を無にすると同時に、これまで築き
上げてきた平和構築のための枠組みを大きく揺るがすものです。 

このような国家が中心となる世界情勢にあっても、私たち市民は決してあきらめることなく、真に平和な世
界の実現に向けて、核兵器廃絶への思いを市民社会の総意にしていかなければなりません。そのために、次
代を担う若い世代には、軍事費や安全保障、さらには核兵器のあり方は、自分たちの将来に非人道的な結末
をもたらし得る課題であることを自覚していただきたい。その上で、市民社会の総意を形成するための活動
を先導し、市民レベルの取組の輪を広げてほしいのです。その際心に留めておくべきことは、自分よりも他
者の立場を重視する考え方を優先することが大切であり、そうすることで人類は多くの混乱や紛争を解決し、
現在に至っているということです。こうしたことを踏まえれば、国家は自国のことのみに専念して他国を無
視してはならないということです。 

また、市民レベルの取組の輪を広げる際には、連帯が不可欠となることから、「平和文化」の振興にもつなが
る文化芸術活動やスポーツを通じた交流などを活性化していくことが重要になります。とりわけ若い世代が
先導する「平和文化」の振興とは、決して難しいことではなく、例えば、平和をテーマとした絵の制作や音
楽活動に参加する、あるいは被爆樹木の種や二世の苗木を育てるなど、自分たちが日々の生活の中でできる
ことを見つけ、行動することです。広島市は、皆さんが「平和文化」に触れることのできる場を提供し続け
ます。そして、被爆者を始め先人の助け合いの精神を基に創り上げられた「平和文化」が国境を越えて広が
っていけば、必ずや核抑止力に依存する為政者の政策転換を促すことになります。 

世界中の為政者の皆さん。自国のことのみに専念する安全保障政策そのものが国と国との争いを生み出すも
のになってはいないでしょうか。核兵器を含む軍事力の強化を進める国こそ、核兵器に依存しないための建
設的な議論をする責任があるのではないですか。世界中の為政者の皆さん。広島を訪れ、被爆の実相を自ら
確かめてください。平和を願う「ヒロシマの心」を理解し、対話を通じた信頼関係に基づく安全保障体制の
構築に向けた議論をすぐにでも開始すべきではないですか。 

日本政府には、唯一の戦争被爆国として、また恒久平和を念願する国民の代表として、国際社会の分断解消
に向け主導的な役割を果たしていただきたい。広島市は、世界最大の平和都市のネットワークへと発展し、
更なる拡大を目指す平和首長会議の会長都市として、世界の 8,500 を超える加盟都市と連帯し、武力の対極
にある「平和文化」を世界中に根付かせることで、為政者の政策転換を促していきます。核兵器禁止条約の
締約国となることは、ノーベル平和賞を受賞した日本原水爆被害者団体協議会を含む被爆者の願いに応え、
「ヒロシマの心」を体現することにほかなりません。また、核兵器禁止条約は、機能不全に陥りかねないＮ
ＰＴ(核兵器不拡散条約)が国際的な核軍縮・不拡散体制の礎石として有効に機能するための後ろ盾になるは
ずです。是非とも来年開催される核兵器禁止条約の第 1回再検討会議にオブザーバー参加していただきたい。
また、核実験による放射線被害への地球規模での対応が課題となっている中、平均年齢が 86歳を超え、心身
に悪影響を及ぼす放射線により、様々な苦しみを抱える多くの被爆者の苦悩にしっかりと寄り添い、在外被
爆者を含む被爆者支援策を充実することを強く求めます。 

本日、被爆 80周年の平和記念式典に当たり、原爆犠牲者の御霊に心から哀悼の誠を捧げるとともに、決意を
新たに、人類の悲願である核兵器廃絶とその先にある世界恒久平和の実現に向け、被爆地長崎、そして思い
を同じくする世界の人々と共に、これからも力を尽くすことを誓います。 

令和７年（2025年）８月６日 

    広島市長 松井 一實 

「広島市ホームページより抜粋」
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～ 平和大使長崎派遣事業にあたって ～ 

  

本市は、「世界平和都市」を宣言して以来、毎年様々な平和事業を展開して

おり、その一つとして「平和大使長崎派遣事業」を実施しております。この事

業は２１世紀を担う市内中学生を原爆投下の地である長崎市に「平和大使」と

して派遣するもので、戦争の悲惨さ、核兵器の恐ろしさ、平和の尊さを学び、

戦争や核兵器の無い平和な未来を築こうという心を育んでいただくことを目

的としております。平成２０年度に始めた本事業は今年で第１６回目を数え、

延べ３２８名の平和大使を派遣しました。 

さて、今年の８月９日、長崎市平和公園において「被爆８０周年 長崎原爆

犠牲者慰霊平和祈念式典」が開催されました。 

式典には９４の国と地域の代表と、約２，６００人の参列者が集まり、原爆

犠牲者の冥福を祈り黙とうを捧げました。このことから、核兵器廃絶を求める

声が世界的な流れになりつつあることが感じられます。 

そして、長崎市長は式典の「長崎平和宣言」の中で、「たとえ一人ひとりの

力は小さくとも、それが結集すれば、未来を切り拓く大きな力になります。被

爆者は、行動でそう示してきました。はじめの一歩は、相手を知ることです。

対話や交流を重ね、互いに理解し、小さな信頼を重ねていく。これは、私たち

市民社会の大きな役割です。私たちには、世界共通の言語ともいえるスポーツ

や芸術を通じて、また、発達した通信手段を使って、地球規模で交流する機会

が広がっています。今、長崎で、世界約 8,500都市から成る平和首長会議の総

会を開いています。市民に最も身近な政府である自治体も絆を深め、連帯の輪

を広げています。地球市民として、共感と信頼を積み重ね、平和をつくる力に

変えていきましょう。」と呼びかけました。 

被爆者の平均年齢は８６歳を超え、このままでは被爆体験や戦争体験の記

憶は風化してしまう恐れがあります。悲惨な記憶を決して忘れないために、そ

して戦争や核兵器の無い平和な未来を実現していくために、私たちは、直接体

験談を聞くことができる最後の世代として真実をしっかりと引き継ぎ、若い

世代に継承するということが使命であると考えております。 

併せて、世界平和都市宣言における、世界の恒久平和の達成を念願するとい

う理念から、世界各地で続く紛争に対しても目を向け、様々な角度から、広い

視野を持った施策を行う必要があると認識しているところです。 

本事業を通して、平和大使が長崎の地で学び感じた被爆の実相や平和の尊

さを周りの人に伝え、一歩ずつでも平和な世界、平和な未来に近づくことを願

い、今後も本事業を実施してまいりたいと考えております。 
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～ 平和大使の役割 ～ 

１ 松戸市世界平和都市宣言を知る。 

２ 松戸市の平和スローガンである「みんなで築こう世界の

平和」という心を持つ。 

３ 平和への願いを込めた千羽鶴を作製して長崎に献呈す

る。 

４ 長崎を訪問するにあたって「原爆とはどんな兵器なのか」

「戦争がどんなに悲惨なものなのか」などを学び、平和の

大切さを認識する。 

５ 長崎市では「青少年ピースフォーラム」に参加して、全

国の自治体及び地元長崎の青少年たちと一緒に平和につ

いて学び、語り合う。 

６ 長崎訪問終了後、感想や記録をまとめて報告する。 

７ 長崎訪問で経験したこと、想ったことなどを家族や友達

などに伝えていく。 
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～ 平和大使長崎派遣募集要項 ～ 
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～ 平和大使名簿 ～ 

根本 E

ね も と

A AE夏 E

なつ

AAE寧 E

ね

A （第一中学校 １学年） 

AE小林 E

こばやし

A AE愛 E

あい

A （第一中学校  ２学年） 

AE松本 E

まつもと

A AE美 E

み

AAE桜 E

お

A  （第二中学校 １学年） 

AE金谷 E

か な や

A ゆら  （第二中学校   ２学年） 

AE金岡 E

かなおか

A AE季 E

き

AAE桜 E

お

A （第三中学校 １学年） 

AE西山 E

にしやま

A AE英 E

えい

AAE志 E

し

A （第四中学校 ２学年） 

AE舛 E

ます

AAE水 E

みず

A AE倖 E

さち

A （第五中学校  ２学年） 

AE中山 E

なかやま

A AE穂乃 E

ほ の

AAE香 E

か

A （第六中学校 ２学年） 

AE櫻井 E

さくらい

A AE美 E

み

AAE月 E

づき

A （小金中学校 １学年） 

AE関口 E

せきぐち

A AE晴 E

はる

A  （常盤平中学校  １学年） 

A E 橘 E

たちばな

A AE紗 E

さ

AAE良 E

ら

A （栗ケ沢中学校 １学年） 

AE柴崎 E

しばざき

A AE百 E

も

AAE寧 E

ね

A （六実中学校 １学年） 

AE中山 E

なかやま

A AE優生 E

ゆ う

A （小金南中学校 １学年） 

AE松原 E

まつばら

A AE和佳子 E

わ か こ

A （古ケ崎中学校 １学年） 

AE井之浦 E

い の う ら

A AE陽風 E

は る か

A （牧野原中学校 ２学年） 

AE北野 E

き た の

A AE緒 E

つぐ

AAE泉 E

み

A （河原塚中学校 １学年） 

AE鈴木 E

す ず き

A AE辰 E

たつ

AAE長 E

なが

A （新松戸南中学校   １学年） 

AE多田 E

た だ

A AE和生 E

にこなり

A  （金ケ作中学校 ２学年） 

AE釣巻 E

つりまき

A AE琉 E

る

AAE愛 E

あ

A （和名ケ谷中学校 ２学年） 

AE竹内 E

たけうち

A AE奈生 E

な お

A （小金北中学校 ２学年） 

AE大久保 E

お お く ぼ

A AE明咲 E

あ さ き

A （光英VERITAS中学校  ２学年） 

AE芳野 E

よ し の

A A E桜 E

さくら

A  （専修大学松戸中学校 ２学年） 
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～ 平和大使長崎派遣結団式・オリエンテーション ～ 

７月６日（日） 

◆結団式・第１回オリエンテーション 〔市役所議会棟３階特別委員会室〕

結団式では各学校から選ばれた平和大使に 

任命証が交付されました。 

オリエンテーションでは、一人ひとり大使と

しての抱負を発表しました。また、事業の目的 

や大使の役割を確認し、青少年ピースフォーラ 

ムの説明を受け、先輩大使に貴重な体験談を

話していただきました。 

〈任命証交付〉 

〈平和大使長崎派遣結団式〉 

〈オリエンテーション〉 〈先輩大使の体験談〉 
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７月２６日（土） 

◆第２回オリエンテーション 〔市役所議会棟３階特別委員会室〕

長崎派遣に向けて、リーダー・サブリーダーや派遣中のルールなどの必要事項を決め、

コミュニケーションを図りました。

午後は２つのグループに分かれ、グループワークを行いました。「争いの原因」と「争

いをなくすためにはどうしたらよいのか」をそれぞれに考え、意見交換をしました。そ

して、グループごとに意見を集約し発表をしました。 

長崎派遣のスケジュールと注意事項を確認した後、原爆資料館に献呈する千羽鶴を作

るため、大使たちが折った鶴と市民の方々が折ってくれた鶴を平和への願いを込めて

一つひとつ糸でつないでいきました。 

そして、千羽鶴に添える標語をみんなで話し合って考え、 

「飛び立とう 戦争のない青空へ」 

  に決定しました。 

〈グループワーク〉 

〈グループ発表〉 〈千羽鶴の作製〉 
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～ 長崎市訪問 ～ 

８月７日（木） 

◆９：４０ 長崎市へ出発

松戸市役所に集合し、出発式を行い、家族や関係者に見送られてバスで羽田空港に

向かいました。１３時３５分に羽田空港を出発し、1５時１５分に長崎空港到着、バス

で長崎市内の宿泊ホテルへ向かい、１７時頃ホテルに到着しました。 

◆１７：１０ 眼鏡橋見学

１７時１０分にホテルを出発し、日本三名橋に数えられている眼鏡橋を見学しまし

    た。長崎市の街並みを散策し、ホテルに戻りました。 

〈出発式〉 〈羽田空港出発ロビー〉 

〈眼鏡橋〉 
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８月８日（金） 

◆９：００ 被爆建造物見学

朝８時３０分にホテルを出発し、被爆建造物見学へ向かいました。 

見学は２班体制で、それぞれボランティアの平和案内人によるガイドのもと、原爆落

下中心地、城山小学校、平和公園を約２時間かけて歩いて巡りました。平和案内人の方

が、当時の悲惨な様子をわかりやすく説明してくれました。実際に被爆建造物を自分の

目で見ることで、被害がどれほどのものだったのか伝わってきました。 

〈原爆落下中心地碑〉 〈被爆当時の地層〉 

〈被爆校舎（城山小学校平和祈念館）〉 

〈平和祈念像（平和公園内）〉 

〈平和の鐘（平和公園）〉 

―39―



◆1２：３０ 千羽鶴献呈 〔長崎原爆資料館〕

大使と松戸市民の思いをのせた３つの千羽鶴を長崎原爆資料館に献呈しました。 

◆1２：４０ 自由学習〔長崎原爆資料館〕

千羽鶴を献呈した後、原爆資料館を見学しました。資料館には、原子爆弾の実物大模型

や原爆の被害を受けた物品、被爆された方の写真など、資料がたくさん展示されており、

改めて原爆の恐ろしさを実感しました。 

〈松戸市の千羽鶴〉 〈千羽鶴献呈〉 

〈長崎原爆資料館〉 
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◆1４：００ 青少年ピースフォーラム(開会行事)参加 〔長崎市平和会館〕

青少年ピースフォーラムには、全国から小・中・高校生等が参加しました。 

開会行事では、青少年ピースボランティアによる開会宣言、主催者挨拶の後、長崎原爆の

被爆者である三瀬 清一朗さんから被爆体験講話を聞きました。 

◆1５：２５ 青少年ピースフォーラム(平和学習)参加 〔長崎市平和会館〕

続いて、青少年ピースボランティアの進行による平和学習に移りました。参加者全員がグ

ループに分かれて、原爆資料館周辺を巡るフィールドワークを行った後に、スライド学習や

戦争模擬体験を行い、被爆の実相を学びました。 

また、令和７年９月２７日(土)に長崎市で行われる『平和の 灯
ともしび

』で灯されるキャンド

ルに平和を願いながら絵付けを行い、１日目の青少年ピースフォーラムが終了しました。

〈被爆体験講話〉 

〈フィールドワーク〉 

〈戦争模擬体験〉 

〈キャンドル絵付け〉 

―41―



８月９日（土）  

◆１０：４５ 平和祈念式典参列 〔平和公園〕

「被爆８０周年 長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典」参列の日を迎えました。 

朝９時３０分にホテルを出発し、大使たちはそれぞれ緊張した面持ちで会場に入りまし

た。 

厳粛な空気の中、式典が行われ、原爆がさく裂した時刻の午前１１時２分、サイレンと長

崎の鐘が鳴り響きました。原爆犠牲者のご冥福と世界の恒久平和を祈り、黙とうを捧げま 

した。 

 被爆８０周年 

 長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典 

式 次 第 

10 時 40 分 被爆者合唱 

45 分 開式 

46 分 原爆死没者名奉安 

   48 分 式辞（長崎市議会議長） 

   52 分 献水 

   54 分 献花 

11 時 02 分 黙とう 

   03 分 長崎平和宣言（長崎市長） 

   12 分 平和への誓い 

   19 分 児童合唱 

   24 分 来賓挨拶 

   40 分 合唱 千羽鶴 

   45 分 閉式 〈平和公園での黙とうの様子〉 

〈平和公園〉 
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◆１４：００ 青少年ピースフォーラム（平和学習）参加 〔出島メッセ長崎〕 

   午後は、前日に引き続き、青少年ピースフォーラムに参加しました。グループとなり、前

日の平和学習を踏まえて「違い」について話し合いを深めました。 

      また、マレーシア元首相 マハティール・ビン・モハメド氏による特別講演を聴講し、こ

れまでに起きた二度の世界大戦と植民地について学ぶことが出来ました。 

２日間の青少年ピースフォーラムを通じて、全国から集まった同年代の参加者と活発な

意見交換と交流ができ、大変貴重な体験となりました。 

 

 

◆１７：００ 自由学習（出島見学） 

青少年ピースフォーラムを終え、出島を散策しました。１６３６年に完成し約２００年も

の間、日本で唯一西欧に開かれた窓として日本の近代化に大きな役割を果たしてきた出島

の歴史を学び、長崎市の文化に触れることができました。 

 

〈意見交換〉 〈発表〉 

〈参加者集合写真〉 

〈出島見学〉 
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８月１０日（日） 

 ◆８：１５ 松戸市へ出発 

   ４日間お世話になったホテルの方にあいさつし、バスで長崎空港へ向かいました。 

１１時００分に長崎空港を出発し、長崎を後にしました。移動中、各々が帰庁報告会に向け

て準備をしました。 

１２時４５分羽田空港到着。市の迎えのバスで、市役所へ向かいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

―44―



～ 平和大使長崎派遣帰庁報告会 ～ 

 ◆1５：００ 松戸市役所到着 

松戸市役所に到着。 

 

◆1５：１５ 帰庁報告会 〔市役所新館７階大会議室〕 

市長や議長、教育長、出迎えてくれた家族に、長崎市で見て、聞いて、体験したこと、ま

た派遣を通して感じた平和への思いなどを一人ひとり報告し、４日間の派遣日程を終えま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈帰庁報告会の様子〉 

〈青少年ピースフォーラム修了証書を手に集合写真〉 

〈修了証書〉 
〈YouTube 動画 平和大使長崎派遣 帰庁報告会〉

 

市ホームページ 
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～ 平和の集い ～ 

１１月３０日（日） 

◆１３：１０ 平和大使長崎派遣報告会 〔市民劇場〕 

   「平和の集い」の中で、大使の役割を果たすべく、長崎派遣を通して学んだことや感じた

ことを、市民の皆様に報告しました。 

スクリーンに映し出した写真などに合わせて、事業の目的や大使の役割、結団式から長崎

派遣、そして帰庁報告会までの流れを紹介するとともに、場面ごとに学んだことや感じたこ

と、今後の決意を伝えました。 

 

今年で戦後８０年を迎えました。私たちの周りでは、戦争を実際に体験した方々が高齢にな

り、少なくなっているため、直接お話を聞くことがだんだん難しくなってきています。 

しかし、戦争で命を落とした犠牲者や被爆者の方々の思いを無駄にしないために、そして今

後の平和を実現していくために一番重要なことは、私たち平和大使を含めた未来を担う若い

世代が、平和への関心を高め、その大切さを代々受け継いで行くことだと思います。 

私たちは、長崎市で見て聞いて感じた戦争の悲惨さ、核兵器の恐ろしさ、平和の尊さをたく

さんの人に伝え、次の世代に、未来の人々に伝えていく活動をしていきます。 
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派遣後の活動について 
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・令和７年９月２７日（土）松戸市戦没者追悼式

市ホームページ(松戸市戦没者追悼式) 

〈専修大学松戸中学校 芳野 桜〉 

〈新松戸南中学校 鈴木 辰長〉 

〈献花の様子〉 
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※学校から提供いただいた資料の一部を載せています

金ケ作中学校 多田 和生 

令和７年９月１２日（金） 

全校放送で発表 

和名ケ谷中学校 釣巻 琉愛 

令和７年９月８日（月） 

 全校放送で発表 

小金北中学校 竹内 奈生 

令和７年９月１日（月） 

始業式に全校放送で発表 

・学校での発表

古ケ崎中学校 松原 和佳子 

令和７年１１月１３日（木） 

全校集会で発表 
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河原塚中学校 北野 緒泉 

 

令和７年１１月５日（水） 

全校集会で発表 

 

 

 

新松戸南中学校 鈴木 辰長 
 

令和７年１０月１５日（水） 

全校集会で発表 

 

 

 

 

小金南中学校 中山 優生 
 

令和７年９月２５日（木） 

全校放送で発表 

 

 

 

 
六実中学校 柴崎 百寧 

 

令和７年１１月１４日（金） 

全校集会で発表 
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・その他の活動 

第五中学校 舛水 倖 
 

「第１０回松戸市立博物館アワード」歴史に関する自由研究部門で優秀賞を受賞 

「戦争のない平和な世界にしていくために今の私たちがやるべきこと PEACE」 
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長 崎 平 和 宣 言 
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以下、長崎市ホームページから抜粋 
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以下、長崎平和宣言（ことばの解説）から抜粋 
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歴 代 平 和 大 使 名 簿 
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年度 № 氏名 （学校名）  年度 № 氏名 学校名 

平
成
二
十
年
度
｟
二
〇
〇
八
年
｠ 

1 熊川  実旺 （第四中 ２年）  平
成
二
十
二
年
度
｟
二
〇
一
〇
年
｠ 

1 櫻井  和奏 （第一中 ２年） 

2 別宮  賢治 （第五中 ２年）  2 吉田  彩乃 （第二中 １年） 

3 渡邊  ちさと （六実中 ３年）  3 三橋  若奈 （第三中 １年） 

4 片野  結依 （小金南中 １年）  4 笹本  幸輝 （第四中 ２年） 

5 清水  のどか （古ケ崎中 １年）  5 比嘉  祐哉 （第五中 ２年） 

6 藤井  彩乃 （新松戸南中 ２年）  6 後藤  奈穂美 （第六中 １年） 

7 清水  健人 （金ケ作中 １年）  7 神部  ちひろ （小金中 ２年） 

8 神部  莉奈 （新松戸北中 ２年）  8 田中  萌加 （常盤平中 １年） 

9 山本  拓実 （旭町中 ３年）  9 髙梨  望 （栗ケ沢中 ２年） 

10 黒木  若葉 （聖徳大学附属中 １年）  10 岸田  穣士 （六実中 ２年） 

平
成
二
十
一
年
度
｟
二
〇
〇
九
年
｠ 

1 川本  景介 （第一中 １年）  11 大山  祭 （小金南中 １年） 

2 鈴木  亜加里 （第二中 １年）  12 渡邉  誠嗣 （古ケ崎中 ２年） 

3 小幡  祐太 （第三中 １年）  13 梶浦  美樹 （牧野原中 ２年） 

4 山田  政明 （第四中 １年）  14 斉藤  温人 （根木内中 １年） 

5 清水  彬奈 （第五中 １年）  15 富永  由也 （河原塚中 １年） 

6 久佐野 美奈子 （第六中 １年）  16 石井  拓海 （新松戸南中 ２年） 

7 増野  友梨奈 （小金中 ２年）  17 中川  剛志 （金ケ作中 １年） 

8 井山  陽菜 （常盤平中 ２年）  18 向田  美紀子 （和名ケ谷中 ３年） 

9 小林  美幸 （栗ケ沢中 １年）  19 山本  ありさ （旭町中 ２年） 

10 熊川  大揮 （六実中 １年）  20 新倉  花菜 （小金北中 １年） 

11 髙島  里夏 （牧野原中 ３年）  21 田村  陽香 （聖徳大学附属女子中 ２年） 

12 西   志穂 （河原塚中 ３年）  22 染谷  日向子 （専修大学松戸中 １年） 

13 工藤  颯人 （根木内中 １年）      

14 四家  明宜 （金ケ作中 １年）      

15 児島  一華 （和名ケ谷中 １年）      

 

  

～ 歴代平和大使名簿(長崎) ～ 
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年度 № 氏名 （学校名）  年度 № 氏名 学校名 

平
成
二
十
三
年
度
｟
二
〇
一
一
年
｠ 

1 佐藤  萌加 （第一中 ２年）  平
成
二
十
四
年
度
｟
二
〇
一
二
年
｠ 

1 阿部  秀大 （第一中 ２年） 

2 発地  空介 （第三中 １年）  2 茂出来 美樹 （第二中 ３年） 

3 岸   健太 （第四中 １年）  3 小澤  美羅 （第三中 ３年） 

4 宗像  未来 （第五中 １年）  4 笠原  卓斗 （第四中 １年） 

5 天野  七海 （第六中 １年）  5 播磨  渚生 （第五中 ３年） 

6 紙崎  莉緒 （小金中 ２年）  6 内海  渚 （第六中 １年） 

7 井山  祥樹 （常盤平中 ２年）  7 大津  みちる （小金中 ３年） 

8 加藤  円来 （栗ケ沢中 １年）  8 小俣  さやか （常盤平中 １年） 

9 鈴木  理花子 （六実中 ３年）  9 佐藤  優海香 （常盤平中 １年） 

10 坂本  実優 （小金南中 １年）  10 阿部  裕美 （六実中 １年） 

11 谷口  茉奈美 （古ケ崎中 １年）  11 宮本  龍一 （小金南中 ３年） 

12 對馬  あい子 （牧野原中 ２年）  12 樋口  杏 （古ケ崎中 １年） 

13 山田  真平 （河原塚中 ２年）  13 高橋  あみ （牧野原中 ２年） 

14 新垣  峻太 （新松戸南中 ３年）  14 遠藤  未羽 （根木内中 ２年） 

15 水谷  春来 （金ケ作中 ２年）  15 後藤  陽 （河原塚中 １年） 

16 長谷川 結友 （旭町中 ３年）  16 鈴木  里歩 （新松戸南中 ２年） 

17 板倉  日向子 （小金北中 １年）  17 岩﨑  いぶき （和名ケ谷中 １年） 

18 張   敏 （聖徳大学附属女子中 ２年）  18 伊藤  梢 （和名ケ谷中 ３年） 

19 平野  瑞帆 （専修大学松戸中 ２年）  19 紀藤  颯斗 （旭町中 １年） 

     20 川村  香奈美 （小金北中 １年） 

     21 石井  そら （聖徳大学附属女子中 ２年） 

     22 中山  皓一郎 （専修大学松戸中 １年） 
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年度 № 氏名 （学校名）  年度 № 氏名 学校名 

平
成
二
十
五
年
度
｟
二
〇
一
三
年
｠ 

1 藍原  由梨奈 （第一中 １年）  平
成
二
十
六
年
度
｟
二
〇
一
四
年
｠ 

1 布川  恭大 （第一中 ２年） 

2 河野  圭吾 （第二中 １年）  2 白井  悠生 （第二中 ２年） 

3 福田  友郁 （第三中 ２年）  3 松本  優樹 （第二中 ２年） 

4 旗谷  幸亮 （第四中 １年）  4 本間  宏明 （第三中 ２年） 

5 宮島  健吾 （第五中 ３年）  5 旗谷  吏紗 （第四中 ３年） 

6 後藤  美菜 （第六中 ３年）  6 宮島  加奈子 （第五中 １年） 

7 関川  美海 （小金中 ２年）  7 植田  聖杜 （第六中 ２年） 

8 金澤  春樹 （小金中 １年）  8 合田  健太郎 （小金中 ２年） 

9 阿部  雅治 （常盤平中 ３年）  9 早﨑  諒 （常盤平中 ２年） 

10 中澤  有稀 （栗ケ沢中 ２年）  10 小井圡 瑠冴子 （栗ケ沢中 １年） 

11 加藤  一紗 （六実中 １年）  11 望月  優衣 （六実中 ３年） 

12 島田  悠 （小金南中 １年）  12 片野  玲奈 （小金南中 １年） 

13 大久保  愛深 （古ケ崎中 １年）  13 和田  晴人 （古ケ崎中 ２年） 

14 緑間  喜子 （古ケ崎中 １年）  14 對馬  悠介 （牧野原中 ２年） 

15 毎熊  和正 （牧野原中 ２年）  15 井手  麟太郎 （根木内中 ２年） 

16 猪瀬  柊斗 （牧野原中 １年）  16 樋口  明日香 （河原塚中 １年） 

17 奥野  智朗 （河原塚中 ３年）  17 斎藤  龍秀 （新松戸南中 １年） 

18 平野  茜 （新松戸南中 １年）  18 久保田 美咲 （和名ケ谷中 ２年） 

19 下藤  誉司 （和名ケ谷中 １年）  19 紀藤  菜桜 （旭町中 １年） 

20 新倉  拓真 （小金北中 １年）  20 渡邊  龍 （小金北中 １年） 

21 郡司  萌 （聖徳大学附属女子中 ２年）  21 野中  利悦 （聖徳大学附属女子中 ２年） 

22 星   さりあ （専修大学松戸中 １年）  22 築田  真理子 （専修大学松戸中 ３年） 
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年度 № 氏名 （学校名）  年度 № 氏名 学校名 

平
成
二
十
七
年
度
｟
二
〇
一
五
年
｠ 

1 服部  叶汰 （第一中 １年）  平
成
二
十
八
年
度
｟
二
〇
一
六
年
｠ 

1 梶原  望音 （第一中 １年） 

2 瀬谷  恭平 （第二中 ２年）  2 新井  しほり （第二中 ２年） 

3 長谷川 勇矢 （第三中 ２年）  3 山本  遥香 （第三中 ２年） 

4 朝生  蘭 （第四中 １年）  4 大住  春紀 （第四中 １年） 

5 田島  歩夢 （第四中 ３年）  5 塙   悠莉乃 （第五中 １年） 

6 佐藤  駿太 （第五中 １年）  6 三橋  世那 （第六中 １年） 

7 小林  優人 （第六中 ２年）  7 山﨑  夏海 （小金中 ２年） 

8 山下  優月 （第六中 ２年）  8 千葉  京香 （常盤平中 １年） 

9 田﨑  和 （常盤平中 １年）  9 須藤  未来 （小金南中 １年） 

10 須藤  巧 （小金南中 １年）  10 坂本  聖 （小金南中 ２年） 

11 萩原  真央 （小金南中 １年）  11 相馬  結子 （古ケ崎中 １年） 

12 大久保 敦康 （古ケ崎中 １年）  12 中村  莉子 （古ケ崎中 １年） 

13 倉重  はるか （古ケ崎中 ２年）  13 水谷  寛樹 （牧野原中 １年） 

14 清水  智也 （牧野原中 ２年）  14 工藤  翼 （根木内中 １年） 

15 木村  史来 （牧野原中 １年）  15 長田  結 （根木内中 ２年） 

16 吉田  真帆 （河原塚中 １年）  16 吉田  香凜 （河原塚中 １年） 

17 飯銅  千尋 （和名ケ谷中 ２年）  17 板橋  来美 （新松戸南中 １年） 

18 井上  未来 （旭町中 ２年）  18 中川  和泉 （金ケ作中 １年） 

19 島岡  里帆 （小金北中 １年）  19 本田  真樹 （和名ケ谷中 ２年） 

20 藤井  友紀 （聖徳大学附属女子中 ２年）  20 羽坂  美柚 （聖徳大学附属女子中 ２年） 

21 山田  佳那 （聖徳大学附属女子中 ２年）  21 白石  優美香 （専修大学松戸中 １年） 

22 福島  有香 （専修大学松戸中 ３年）  22 星名  優歩 （専修大学松戸中 ２年） 
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年度 № 氏名 （学校名）  年度 № 氏名 学校名 

平
成
二
十
九
年
度
｟
二
〇
一
七
年
｠ 

1 高橋  聖奈 （第一中 ２年）  平
成
三
十
年
度
｟
二
〇
一
八
年
｠ 

1 並木  康輔 （第一中 １年） 

2 中木  源 （第二中 ３年）  2 藤井  拓真 （第二中 ２年） 

3 見城  希音 （第三中 １年）  3 織田  舞衣子 （第三中 １年） 

4 角田  結菜 （第四中 １年）  4 安藤  聡真 （第四中 ２年） 

5 旗谷  優衣 （第四中 １年）  5 林田  唯雫 （第五中 ２年） 

6 伊藤  姫那 （第五中 １年）  6 南畝  亜美 （第五中 ３年） 

7 西田  翼 （第六中 １年）  7 髙𣘺𣘺  ヒカル （第六中 ２年） 

8 岡村 タイニー 美波 （小金中 １年）  8 國﨑  沙和子 （小金中 ２年） 

9 橋本  尚紀 （小金中 ３年）  9 犬尾  まり花 （常盤平中 １年） 

10 小池  彩華 （常盤平中 ２年）  10 佐瀨  綾乃 （六実中 １年） 

11 林   隆正 （栗ケ沢中 １年）  11 堀本  大雅 （小金南中 １年） 

12 永野  礼華 （小金南中 ２年）  12 大木  悠広 （小金南中 ３年） 

13 村田  和航 （古ケ崎中 ３年）  13 堀越  春生 （古ケ崎中 １年） 

14 榎田  朱里 （牧野原中 １年）  14 北原  早春香 （根木内中 １年） 

15 北山  風香 （河原塚中 １年）  15 平   水音 （河原塚中 ２年） 

16 スッティブン 凜 （河原塚中 １年）  16 藤田  隆良 （新松戸南中 ２年） 

17 戸田  美智華 （新松戸南中 １年）  17 小山  杏奈 （金ケ作中 １年） 

18 田中  みなみ （金ケ作中 １年）  18 森田  和佳奈 （金ケ作中 １年） 

19 佐藤  古都 （和名ケ谷中 ２年）  19 飛田  美紅 （和名ケ谷中 １年） 

20 松本  歌子 （和名ケ谷中 ２年）  20 島岡  凜 （小金北中 １年） 

21 中村  葵 （聖徳大学附属女子中 ２年）  21 富田  愛夢 （小金北中 ３年） 

22 堀越  菜々 （専修大学松戸中 ３年）  22 関野  七海 （専修大学松戸中 ２年） 
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年度 № 氏名 （学校名） 年度 № 氏名 （学校名） 

令
和
元
年
度
｟
二
〇
一
九
年
｠

1 藤井 星空 （第一中 ３年） 令
和
４
年
度
｟
二
〇
二
二
年
｠

1 田中 雅 （第一中 ３年） 

2 新井 はるの （第二中 ３年） 2 松本 大和 （第二中 ２年） 

3 小川 ひなた （第三中 ２年） 3 髙橋 拓実 （第三中 １年） 

4 小島  未来 （第四中 ３年） 4 西山 みなみ （第四中 ２年） 

5 福士 莉奈 （第五中 ３年） 5 武田 真央 （第五中 １年） 

6 齊藤 光咲 （第六中 １年） 6 紅田 純怜 （第六中 １年） 

7 小林 大起 （小金中 ２年） 7 國﨑 美和子 （小金中 ３年） 

8 小川 新九朗 （栗ケ沢中 １年） 8 福井 健人 （小金中 ２年） 

9 肥田 友稀 （六実中 １年） 9 臼井 絢音 （常盤平中 １年） 

10 瀬川 千寛 （小金南中 ３年） 10 山口 侑馬 （栗ケ沢中 １年） 

11 相馬 理子 （古ケ崎中 １年） 11 佐瀨 怜奈 （六実中 ２年） 

12 髙橋 柚希乃 （古ケ崎中 ２年） 12 阿部 尚平 （小金南中 ２年） 

13 猪瀬 響樹 （牧野原中 ３年） 13 中山 香乃 （古ケ崎中 １年） 

14 澁谷 亜依 （根木内中 １年） 14 岩田 大和 （牧野原中 ３年） 

15 蒔野 拓朗 （河原塚中 ３年） 15 依田 千尋 （河原塚中 ２年） 

16 佐藤 達弥 （新松戸南中 ２年） 16 武 茉友花 （河原塚中 ３年） 

17 清水 啓乃介 （金ケ作中 １年） 17 岡田 隼 （金ケ作中 ３年） 

18 松本 虎太郎 （和名ケ谷中 ２年） 18 山岡 友梨子 （金ケ作中 １年） 

19 小川 陽翔 （旭町中 １年） 19 藤原 穂華 （和名ケ谷中 ２年） 

20 八木原 弓賀 （小金北中 ２年） 20 佐藤 一翔 （専修大学松戸中 １年） 

21 西川 叶美 （聖徳大学附属女子中 ２年）

22 江本 彩乃 （専修大学松戸中 １年） 
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年度 № 氏名 （学校名） 年度 № 氏名 （学校名） 

令
和
５
年
度
｟
二
〇
二
三
年
｠

1 佐方 知樹 （第一中 １年） 令
和
６
年
度
｟
二
〇
二
四
年
｠

1 山室 里花 （第一中 １年） 

2 須志原 理奈 （第二中 ２年） 2 鈴木 瑠那 （第二中 ３年） 

3 七條 圭都 （第三中 ３年） 3 梶本 大智 （第三中 １年） 

4 千葉 皇毅 （第四中 １年） 4 岩渕 蒼生 （第四中 １年） 

5 清水 優輝 （第五中 １年） 5 鈴木 美羽 （第四中 ２年） 

6 金谷 直佳 （第六中 １年） 6 角本 唯 （第五中 １年） 

7 中澤 莉沙 （第六中 １年） 7 木村 花音 （第六中 １年） 

8 河村 榛己 （小金中 １年） 8 戸邉 杏佳 （小金中 ２年） 

9 玉木 隆太 （常盤平中 １年） 9 吉岡 心結 （常盤平中 １年） 

10 平山 優奈 （栗ケ沢中 ２年） 10 山口 そよ香 （栗ケ沢中 １年） 

11 大谷 倫子 （六実中 １年） 11 中坂 恒太 （六実中 ２年） 

12 高橋 凜 （小金南中 ２年） 12 稗方 結人 （小金南中 １年） 

13 髙橋 由佳梨  （古ケ崎中 ２年） 13 三宮 春馬 （古ケ崎中 1 年） 

14 吉田 心美 （河原塚中 １年） 14 山田 彩羽 （牧野原中 ２年） 

15 宇戸谷 茉瑚  （新松戸南中 ３年） 15 武井 優衣 （河原塚中 ２年） 

16 越智 海成 （金ケ作中 ３年） 16 根古 紫央 （根木内中 １年） 

17 藤川 真莉花 （和名ケ谷中 ２年） 17 川満 英琉 （新松戸南中 ２年） 

18 佐藤 衿花 （和名ケ谷中 ２年） 18 松本 想来 （金ケ作中 １年） 

19 倉品 詩月 （旭町中 １年） 19 大谷 莉愛 （和名ケ谷中 ３年） 

20 本田 真理 （小金北中 １年） 20 吉澤 一真 （光英 VERITAS中 ２年） 

21 田嶋 孔賀 （光英 VERITAS中 ２年） 21 村瀬 麗奈美 （光英 VERITAS中 ２年） 

22 小口 莉子 （専修大学松戸中 １年） 22 本田 彩佳 （専修大学松戸中 １年） 
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年度 № 氏名 （学校名） 

令
和
４
年
度
｟
二
〇
二
二
年
｠

1 
勝山 雪子 

勝山 文子 
（中部小 ６年） 

2 
宮内 睦海

宮内 知佳
（常盤平第二小 ６年) 

3 
山田 彩羽 

山田 妃代 
（松飛台小 ６年） 

4 
大谷 倫子 

大谷 知美 
（六実第二小 ６年） 

5 
中野 宙 

中野 葉子 
（大橋小 ６年） 

～ 歴代平和大使名簿(広島) ～ 
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